


(2) 鉛直断面 :LES と PIV による全体の気流性状は水平断面

と同様にほぼ一致する。case1-2 では中層・高層モデルの

壁面上端部で剥離が生じるのに対し、case2-2 では風上側

中層モデル壁面上端部のみで剥離が生じる。隣棟間の気流

性状を比較すると、case1-2 では風速比 0.5 ～ 0.7 の下降

流が生じるが case2-2 では殆ど生じない。

3.2　GF の比較

　図４に各 case の GF の空間分布の比較を示す。case1-1

では LES・PIV ともに風上側中層モデル前方 (X=40[mm]、

Y=180[mm]) 及び風下側高層モデル後流域の広範囲で GF

が比較的大きくなり 2.6 ～ 3.4 となる。高層モデル前方

(X=200[mm]、Y=180[mm]) で GF が大きくなる一方で、隣棟

間では GF は比較的小さく、1.0 ～ 1.6 である。case2-1 で

は case1-1 と同様に風上側中層モデルの前方 (X=40[mm]、

Y=180[mm]) 及び風下側中層モデルの後流域の広範囲で GF

が比較的大きくなる。隣棟間ではcase1-1と異なり、GFが2.0

～ 2.6 と比較的大きくなる。LES では GF が大きくなる範囲

が建物モデル周辺に分布しているのに対し、PIV では局所

的に GF の大きい箇所が広範囲に点在する傾向がある。

4まとめ

4.1　LES と PIV による建物周辺気流分布の比較

　水平・鉛直断面ともに全体の気流性状はほぼ一致するが

case2-1の隣棟間ではLES・PIVの気流性状に違いが見られた。

4.2　GF の算出結果

① case1-1 では風上側中層モデル前方及び風下側高層モデ

　ル後流域の広範囲で GF が比較的大きくなる。高層モデ

　ル前方で局所的に GF が大きくなるが隣棟間では GF は比

　較的小さくなる。

② case2-1 では case1-1 と同様に風上側中層モデル前方で

　GF が比較的大きくなる一方で、隣棟間では case1-1 と比

　べて GF が大きくなる。

③ LES と PIV を比較すると、全体の GF 分布は概ね一致し

　ているが、剥離や吹きおろしの影響を受ける部分では差

　が生じている。
※１　　ガストファクターとは、突風率を意味し、平均風速に対する最大瞬間風速の比で表される。
※２　　風環境は平均風速と GF から算出される最大瞬間風速の年間の頻度で評価する。
※３　　模型の縮尺を 1/500 とすると、地表面から 2,000[mm] に相当する。
※４　　ドライバー領域とは、周期境界条件で変動気流流入境界条件を計算するために、建物風
　　　　上側に設けた領域である。
※５　　解析開始からの経過時間を t とし、計算開始後 t=0 ～ 4.0[s] まで流入変動気流作成
　　　　のためのプレ解析とする。t=4.0～10.0[s]までの計6.0[s]間を本解析の結果とする。
※６　　解析結果は、各点の風速を基準高さにおける基準風速 (5.0[m/s]) で除し、風速比として
　　　　示す。
※７　　case1・2の基準風速は1.0[m/s]である。ただしcase2の鉛直断面の平均風速比(図
　　　　３(4)) において基準風速は 2.0[m/s] である。　　
文１）　　赤林ら「粒子画像流速測定法(PIV)を用いた室内気流測定方法に関する基礎的研究(そ
　　　　の９)」　日本建築学会北陸支部研究報告集、2016 年
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(4) case2-1(PIV)(3) case2-1(LES)

図４ 各 case の GF の空間分布の比較
(4) case2-1(PIV)(3) case2-1(LES)

(2) case1-1(PIV)(1) case1-1(LES)

図３ 各 case の建物周辺気流の平均風速ベクトル分布の比較

(2) case1-1(PIV)(1) case1-1(LES)

(4) case2-2(PIV)(3) case2-2(LES)(2) case1-2(PIV)(1) case1-2(LES)


